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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第６部門第３区分
【発行日】平成20年9月18日(2008.9.18)

【公開番号】特開2003-208632(P2003-208632A)
【公開日】平成15年7月25日(2003.7.25)
【出願番号】特願2002-294056(P2002-294056)
【国際特許分類】
   Ｇ０６Ｔ  17/40     (2006.01)
   Ａ６３Ｆ  13/00     (2006.01)
   Ｇ０６Ｆ   3/048    (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｇ０６Ｔ  17/40    　　　Ｄ
   Ａ６３Ｆ  13/00    　　　Ｃ
   Ｇ０６Ｆ   3/00    ６３０　

【手続補正書】
【提出日】平成20年7月31日(2008.7.31)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】特許請求の範囲
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　各種プログラムを実行するプログラム実行装置と、
　使用者による操作要求を前記プログラム実行装置に操作指示として入力させる少なくと
も１つの操作装置とを有するプログラム実行システムにおいて、
　第１のカメラ視点を基準とし、且つ、前記操作装置からの方向指示に従ったオブジェク
トの移動ベクトルからワールド座標上での前記オブジェクトの位置を演算する第１位置演
算手段と、
　第２のカメラ視点を基準とし、且つ、前記操作装置からの方向指示に従ったオブジェク
トの移動ベクトルから前記ワールド座標上での前記オブジェクトの位置を演算する第２位
置演算手段と、
　前記第１位置演算手段にて演算された前記オブジェクトの位置に応じて、前記第１のカ
メラ視点から前記第２のカメラ視点に切り換わった際に、前記第１のカメラ視点から前記
第２のカメラ視点への切換え前から切換え後にかけて前記操作装置からの方向指示がその
まま維持されている場合に、前記第１のカメラ視点を基準とし、且つ、前記操作装置から
の方向指示に従った前記オブジェクトの移動ベクトルから前記ワールド座標上での前記オ
ブジェクトの位置を演算する第３位置演算手段とを有することを特徴とするプログラム実
行システム。
【請求項２】
　請求項１記載のプログラム実行システムにおいて、
　前記第１のカメラ視点から前記第２のカメラ視点に切り換わった後、前記操作装置から
の操作指示が変更されたことに基づいて、前記第２位置演算手段は、前記第２のカメラ視
点を基準とし、且つ、前記操作装置からの方向指示に従ったオブジェクトの移動ベクトル
から前記ワールド座標上での前記オブジェクトの位置を演算することを特徴とするプログ
ラム実行システム。
【請求項３】
　使用者による操作要求を操作指示として入力させる少なくとも１つの操作装置が接続可
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能であって、各種プログラムを実行するプログラム実行装置において、
　第１のカメラ視点を基準とし、且つ、前記操作装置からの方向指示に従ったオブジェク
トの移動ベクトルからワールド座標上での前記オブジェクトの位置を演算する第１位置演
算手段と、
　第２のカメラ視点を基準とし、且つ、前記操作装置からの方向指示に従ったオブジェク
トの移動ベクトルから前記ワールド座標上での前記オブジェクトの位置を演算する第２位
置演算手段と、
　前記第１位置演算手段にて演算された前記オブジェクトの位置に応じて、前記第１のカ
メラ視点から前記第２のカメラ視点に切り換わった際に、前記第１のカメラ視点から前記
第２のカメラ視点への切換え前から切換え後にかけて前記操作装置からの方向指示がその
まま維持されている場合に、前記第１のカメラ視点を基準とし、且つ、前記操作装置から
の方向指示に従った前記オブジェクトの移動ベクトルから前記ワールド座標上での前記オ
ブジェクトの位置を演算する第３位置演算手段とを有することを特徴とするプログラム実
行装置。
【請求項４】
　請求項３記載のプログラム実行装置において、
　前記第１のカメラ視点から前記第２のカメラ視点に切り換わった後、前記操作装置から
の操作指示が変更されたことに基づいて、前記第２位置演算手段は、前記第２のカメラ視
点を基準とし、且つ、前記操作装置からの方向指示に従ったオブジェクトの移動ベクトル
から前記ワールド座標上での前記オブジェクトの位置を演算することを特徴とするプログ
ラム実行装置。
【請求項５】
　使用者による操作要求を操作指示として入力させる少なくとも１つの操作装置が接続可
能であって、各種プログラムを実行するプログラム実行装置を、
　第１のカメラ視点を基準とし、且つ、前記操作装置からの方向指示に従ったオブジェク
トの移動ベクトルからワールド座標上での前記オブジェクトの位置を演算する第１位置演
算手段、
　第２のカメラ視点を基準とし、且つ、前記操作装置からの方向指示に従ったオブジェク
トの移動ベクトルから前記ワールド座標上での前記オブジェクトの位置を演算する第２位
置演算手段、
　前記第１位置演算手段にて演算された前記オブジェクトの位置に応じて、前記第１のカ
メラ視点から前記第２のカメラ視点に切り換わった際に、前記第１のカメラ視点から前記
第２のカメラ視点への切換え前から切換え後にかけて前記操作装置からの方向指示がその
まま維持されている場合に、前記第１のカメラ視点を基準とし、且つ、前記操作装置から
の方向指示に従った前記オブジェクトの移動ベクトルから前記ワールド座標上での前記オ
ブジェクトの位置を演算する第３位置演算手段、
　として機能させるためのプログラムが記録されたコンピュータ読み取り可能な記録媒体
。
【請求項６】
　請求項５記載の記録媒体において、
　前記第１のカメラ視点から前記第２のカメラ視点に切り換わった後、前記操作装置から
の操作指示が変更されたことに基づいて、前記第２位置演算手段は、前記第２のカメラ視
点を基準とし、且つ、前記操作装置からの方向指示に従ったオブジェクトの移動ベクトル
から前記ワールド座標上での前記オブジェクトの位置を演算することを特徴とする記録媒
体。
【請求項７】
　各種プログラムを実行するプログラム実行装置と、使用者による操作要求を前記プログ
ラム実行装置に操作指示として入力させる少なくとも１つの操作装置と、前記プログラム
実行装置から出力された画像を表示する表示装置とを有するプログラム実行システムにて
使用される画像表示方法において、
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　第１のカメラ視点を基準とし、且つ、前記操作装置からの方向指示に従ったオブジェク
トの移動ベクトルからワールド座標上での前記オブジェクトの位置を演算する第１位置演
算ステップと、
　第２のカメラ視点を基準とし、且つ、前記操作装置からの方向指示に従ったオブジェク
トの移動ベクトルから前記ワールド座標上での前記オブジェクトの位置を演算する第２位
置演算ステップと、
　前記第１位置演算ステップにて演算された前記オブジェクトの位置に応じて、前記第１
のカメラ視点から前記第２のカメラ視点に切り換わった際に、前記第１のカメラ視点から
前記第２のカメラ視点への切換え前から切換え後にかけて前記操作装置からの方向指示が
そのまま維持されている場合に、前記第１のカメラ視点を基準とし、且つ、前記操作装置
からの方向指示に従った前記オブジェクトの移動ベクトルから前記ワールド座標上での前
記オブジェクトの位置を演算する第３位置演算ステップとを有することを特徴とする画像
表示方法。
【請求項８】
　請求項７記載の画像表示方法において、
　前記第１のカメラ視点から前記第２のカメラ視点に切り換わった後、前記操作装置から
の操作指示が変更されたことに基づいて、前記第２位置演算ステップは、前記第２のカメ
ラ視点を基準とし、且つ、前記操作装置からの方向指示に従ったオブジェクトの移動ベク
トルから前記ワールド座標上での前記オブジェクトの位置を演算することを特徴とする画
像表示方法。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１１】
【課題を解決するための手段】
　第１の本発明に係るプログラム実行システムは、各種プログラムを実行するプログラム
実行装置と、使用者による操作要求を前記プログラム実行装置に操作指示として入力させ
る少なくとも１つの操作装置とを有するプログラム実行システムにおいて、第１のカメラ
視点を基準とし、且つ、前記操作装置からの方向指示に従ったオブジェクトの移動ベクト
ルからワールド座標上での前記オブジェクトの位置を演算する第１位置演算手段と、第２
のカメラ視点を基準とし、且つ、前記操作装置からの方向指示に従ったオブジェクトの移
動ベクトルから前記ワールド座標上での前記オブジェクトの位置を演算する第２位置演算
手段と、前記第１位置演算手段にて演算された前記オブジェクトの位置に応じて、前記第
１のカメラ視点から前記第２のカメラ視点に切り換わった際に、前記第１のカメラ視点か
ら前記第２のカメラ視点への切換え前から切換え後にかけて前記操作装置からの方向指示
がそのまま維持されている場合に、前記第１のカメラ視点を基準とし、且つ、前記操作装
置からの方向指示に従った前記オブジェクトの移動ベクトルから前記ワールド座標上での
前記オブジェクトの位置を演算する第３位置演算手段とを有することを特徴とする。
　次に、第２の本発明に係るプログラム実行装置は、使用者による操作要求を操作指示と
して入力させる少なくとも１つの操作装置が接続可能であって、各種プログラムを実行す
るプログラム実行装置において、第１のカメラ視点を基準とし、且つ、前記操作装置から
の方向指示に従ったオブジェクトの移動ベクトルからワールド座標上での前記オブジェク
トの位置を演算する第１位置演算手段と、第２のカメラ視点を基準とし、且つ、前記操作
装置からの方向指示に従ったオブジェクトの移動ベクトルから前記ワールド座標上での前
記オブジェクトの位置を演算する第２位置演算手段と、前記第１位置演算手段にて演算さ
れた前記オブジェクトの位置に応じて、前記第１のカメラ視点から前記第２のカメラ視点
に切り換わった際に、前記第１のカメラ視点から前記第２のカメラ視点への切換え前から
切換え後にかけて前記操作装置からの方向指示がそのまま維持されている場合に、前記第
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１のカメラ視点を基準とし、且つ、前記操作装置からの方向指示に従った前記オブジェク
トの移動ベクトルから前記ワールド座標上での前記オブジェクトの位置を演算する第３位
置演算手段とを有することを特徴とする。
　次に、第３の本発明に係る記録媒体は、使用者による操作要求を操作指示として入力さ
せる少なくとも１つの操作装置が接続可能であって、各種プログラムを実行するプログラ
ム実行装置を、第１のカメラ視点を基準とし、且つ、前記操作装置からの方向指示に従っ
たオブジェクトの移動ベクトルからワールド座標上での前記オブジェクトの位置を演算す
る第１位置演算手段、第２のカメラ視点を基準とし、且つ、前記操作装置からの方向指示
に従ったオブジェクトの移動ベクトルから前記ワールド座標上での前記オブジェクトの位
置を演算する第２位置演算手段、前記第１位置演算手段にて演算された前記オブジェクト
の位置に応じて、前記第１のカメラ視点から前記第２のカメラ視点に切り換わった際に、
前記第１のカメラ視点から前記第２のカメラ視点への切換え前から切換え後にかけて前記
操作装置からの方向指示がそのまま維持されている場合に、前記第１のカメラ視点を基準
とし、且つ、前記操作装置からの方向指示に従った前記オブジェクトの移動ベクトルから
前記ワールド座標上での前記オブジェクトの位置を演算する第３位置演算手段として機能
させるためのプログラムが記録されたコンピュータ読み取り可能な記録媒体である。
　上述した第１～第３の本発明において、前記第１のカメラ視点から前記第２のカメラ視
点に切り換わった後、前記操作装置からの操作指示が変更されたことに基づいて、前記第
２位置演算手段は、前記第２のカメラ視点を基準とし、且つ、前記操作装置からの方向指
示に従ったオブジェクトの移動ベクトルから前記ワールド座標上での前記オブジェクトの
位置を演算するようにしてもよい。
　次に、第４の本発明に係る画像表示方法は、各種プログラムを実行するプログラム実行
装置と、使用者による操作要求を前記プログラム実行装置に操作指示として入力させる少
なくとも１つの操作装置と、前記プログラム実行装置から出力された画像を表示する表示
装置とを有するプログラム実行システムにて使用される画像表示方法において、第１のカ
メラ視点を基準とし、且つ、前記操作装置からの方向指示に従ったオブジェクトの移動ベ
クトルからワールド座標上での前記オブジェクトの位置を演算する第１位置演算ステップ
と、第２のカメラ視点を基準とし、且つ、前記操作装置からの方向指示に従ったオブジェ
クトの移動ベクトルから前記ワールド座標上での前記オブジェクトの位置を演算する第２
位置演算ステップと、前記第１位置演算ステップにて演算された前記オブジェクトの位置
に応じて、前記第１のカメラ視点から前記第２のカメラ視点に切り換わった際に、前記第
１のカメラ視点から前記第２のカメラ視点への切換え前から切換え後にかけて前記操作装
置からの方向指示がそのまま維持されている場合に、前記第１のカメラ視点を基準とし、
且つ、前記操作装置からの方向指示に従った前記オブジェクトの移動ベクトルから前記ワ
ールド座標上での前記オブジェクトの位置を演算する第３位置演算ステップとを有するこ
とを特徴とする。
　この場合、前記第１のカメラ視点から前記第２のカメラ視点に切り換わった後、前記操
作装置からの操作指示が変更されたことに基づいて、前記第２位置演算ステップは、前記
第２のカメラ視点を基準とし、且つ、前記操作装置からの方向指示に従ったオブジェクト
の移動ベクトルから前記ワールド座標上での前記オブジェクトの位置を演算するようにし
てもよい。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１２】
　これら第１～第４の本発明においては、第１のシーンから第２のシーンに切り換わって
も、切り換わる直前のキャラクタの動きによる１つの事象（例えば本道をまっすぐ進むな
ど）が、切り換わった後の第２のシーンにもそのまま反映され、シーンが切り換わるたび
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に方向性を確認しながらいちいち操作を切り換える必要がなくなり、操作性を飛躍的に向
上させることができる。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１３
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１４
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１５
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１６
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１７
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正９】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１８
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１０】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１９
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２０
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２１
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２２
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【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２３
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２４
【補正方法】削除
【補正の内容】
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